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【質疑項目】 

１．「いのちを守る政治」について（事業仕分けによる牧場・乳業ふれあい

支援事業の廃止） 

２．ため池の補修について 

３．農業農村整備事業（土地改良事業）予算の大幅な削減について 

４．農林水産予算総額の削減について 

５．農村の活性化と高齢者の医療費について 

６．農業・農村における雇用確保対策について 

７．まちづくりにおける農業・農地について 

８．郵政改革について 

 

○山田俊男君  

自由民主党・改革クラブの山田俊男であります。 

 本日は、農業予算を中心にしながら関係のところで質疑をさせていただきま

す。 

 実は、総理は命を守る政治というふうにずっとおっしゃっておられるわけで

あります。先日急逝しました私の大事な友人に立松和平がおります。彼は、「春

雷」、さらには「遠雷」、それから「田中正造」等々を書いておりますが、その

中で、子供たち向けの絵本だったり、それから大人向けの絵本だったり本だっ

たり、これは「酪農家族」、大人が読んでも大変命を考えさせてくれる大事な本

であります。 

 この中に書いています。「酪農家族」で、「牛がたくさんいる牧場は、命のい

となみの場所なんですよ。あの大きな身体の牛が生きたり死んだりして、わた

したち人間をやしなってくれているんです。そのことを、子供たちに見せてや

りたい。命というものが見えなくなっている時代だからこそ、本当の命を感じ

させてやりたいんです。命とは、大切なものですよ。自分の命も大切だけど、

すべての命が大切なんです。学校で、そのことをきちんと教えられますか。学

びたかったら、牧場にくればいいんです。」と、こう書いております。 

 そしてさらに、子牛が生まれる場面についても見事に描写しておりまして、

「牛が四つの脚をふんばり、んもーっ、んもーっと苦しそうな声を上げた。子

牛がぬるっとでてきて、干し草の上におちた。」「みんなは声を立てずにじっと

見ている。」「子牛は目を開くと、四つの脚をつっぱらせ、一生懸命に起きよう

としていた。誰も手助けしてやろうとはしない。脚は長いわりに力がはいらず、

とても起きられそうには見えなかった。「がんばれ」最初は誰かが小声でいった

のだった。「がんばれ。がんばれ」しだいにみんなの声がそろってくる。声は大
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きくなってくるのだ。「がんばれ。がんばれ。がんばれ」泣きながら声を出して

いる子がいた。みんなの声にはげまされるようにして、子牛は脚を地面につけ、

踏んばる。二度三度、脚は折れて曲りそうになった。とうとう子牛は立ち上が

ったのだった。」「みんなといっしょに感動して涙を流していたのだ。子牛はす

ぐに歩きはじめ、母親の乳房に吸いついた。それからのどを波うたせてうまそ

うに乳を飲みはじめたのだった。」こういうお話であります。まさにこれが命の

学習だと思うんです。 

 ところが、今度の予算におきましてこうした子供たちの経験を支援する予算、

牧場・乳業ふれあい支援事業が事業仕分で廃止されているわけであります。こ

れで命を守る予算を作ったことになるのかどうか。命を守る政治の理念からし

て、二十二年度予算のこうした部分についての見直しが必要じゃないか。是非、

ここは菅副総理兹財務大臣にお聞きしたいと思います。 

 

○国務大臣（菅直人君）  

私も、山田議員ほどではもちろんありませんが、いろんなところの視察の中

で酪農の現場にも数多く参りました。石垣島などでも子牛の売買があったり、

いろんなところを見てまいりまして、今の立松和平さんの文章、私も多尐面識

のあった方で、同世代でもありますので、本当に亡くなられて残念に思ってお

ります。 

 そういう中で、牧場・乳業ふれあい支援事業というのは、学校給食用の牛乳

等の供給推進事業の一つのメニューとして酪農及び牛乳に対する理解の促進を

目的として実施をされてきたものと、このように理解をしております。 

 この学校給食用の牛乳等供給推進事業については、二十二年度予算において、

事業仕分の結果、予算要求の縮減という方針を出され、限られた財源の中で事

業の本来の趣旨を踏まえて、ある意味で限定されたというふうに理解しており

ます。それは、遠隔地、離島支援等に重点化したということであります。どこ

まで、もちろんいろんな事業があるわけでありまして、そういう中で特に遠隔

地、離島というところで、よりある意味では効果的な場面に、厳しい財政事情

なども含めて選択と集中ということで重点化をすることによってそうなったと

思っております。 

 そういう意味では、事業仕分そのものには私はかかわっておりませんけれど

も、経緯はそういったことであると理解しております。 

 

○山田俊男君  

赤松大臣、担当大臣でもありますし、それから立松さんとは同窓で同時代を

生きられたわけですから、思いがあると思いますので、おっしゃってください。 
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○国務大臣（赤松広隆君）  

ちょうど今お話も出ましたけれども、立松和平さん、亡くなられる十日ぐら

い前に農水省に見えまして、農業についての思いを語っていかれて、その後十

日ぐらいたたれてああいう訃報を聞いたものですから、私も本当にびっくりい

たしました。残念な気持ちでいっぱいです。ちょうど山田委員も私も立松さん

も早稲田で同じ、また一年二年の違いですから、同じ時期にあれしましたし、

いろんな経験も多分思いも一緒だと思いますけれども。 

 今、菅副総理もお話ししましたように、事業仕分の中で、結果的には大変私

どもとしては残念というように思っておりますけれども、これは子供たち、小

学生の農村あるいは漁村への宿泊体験と併せて、これも実は半分に減ってしま

ったわけですけれども、事業としては牧場・乳業ふれあい支援事業というのが

結果的には廃止ということに、廃止というか重点化をするということになって

しまいました。 

 しかし、ここに事業仕分のときの取りまとめのコメントがあるんですけれど

も、それぞれ若干の意見の違いはあるとしても、全体としては、事業の必要性

についてはだれも否定はしていないと。ただ、内容として、余りにも歴史のあ

るやり方が続けられているような印象を受けるので、ここは是非新しい前向き

なやり方に変えてほしいということで、当ＷＧ、ワーキンググループとしては、

予算要求の縮減ということでまとめるというふうにこのコメントには付いてい

るわけですけれども。 

 私どもとしては、今、菅副総理も申し上げましたけれども、離島とか一部の

ところだけでの重点化ということになっていますけれども、是非これは、先ほ

ど申し上げた農村、漁村への宿泊体験と併せて、子供たちに、先ほど山田委員

がおっしゃったような子供のころにそういういろんな動物と触れ合うとか、あ

るいは農村、漁村へ実際に行っていろんなことを体験してみるとか、あるいは

直接動物に触れてみるとか、そういう出産のときに立ち会ってみるその感動を

味わうとか、いろんな意味で、広い意味で教育的にも非常に意味のあることだ

と思っておりますので、単に牛乳の消費を増やすとか増やさないも重要ですけ

れども、それに加えてもう尐し大きな意味で、是非二十二年度の取組をしっか

り検証してみて、やはりこれは更に拡大をしていくべきだということであれば、

二十三年度の概算要求でまた財務大臣、財政当局にもお願いをしてその拡充に

努めてまいりたいと、このように思っております。 

 

○山田俊男君 

 どうぞ、命を守る政治の理念にもとらないように、ちゃんとこうした大事な
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ことを着実にやってもらいたいというふうに思います。後ほどのことともこの

ことは関係しますので、また触れさせていただきます。 

 続きまして、これも命にかかわる話でもあるわけですが、ため池が全国で二

十一万か所あるというふうに言われております。江戸時代以前のものも七亓％

あるというので、私も数字を知って初めて驚きました。それほどため池が農業

生産に、さらにまた地域の様々な環境やそれから地域の景観やそうしたことに

大事な財産でありまして、次世代に引き継いでいかなければいけないこれは役

割を果たしていると、こんなふうに思います。 

 ところで、田舎へ行きましてため池の漏水があるという声を本当によく聞く

んです。多分、年末に農業農村整備事業の予算が大きく削られたという情報が

あったものですから、余計地方の皆さんは心配されたんだろうというふうに思

うんです。漏水があるとその分だけの水、必要な水を下から電気で揚げなきゃ

いかぬということがあって、電気代も実は生産者はばかにならないんだという

声が、本当ですよ、二十一万か所もあるんですからね、それこそ全国で様々な

声が出ているということであります。 

 赤松大臣に、補修が必要なため池の箇所は一体幾つあるんですか、お聞きし

ます。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 御指摘のとおり、全国でため池は二十一万か所ありますけれども、老朽化等

に伴いまして改修をしなければならない、しかも緊急に改修をしなければなら

ないと判断をされるため池は全国で千九百地区。千九百地区というのは千九百

か所という意味ではなくて、一地区で何か所もある場合もあるものですから、

地区では千九百ですけれども、個数としてはもっと数はあるというふうに認識

をしております。 

 

○山田俊男君 

 それでは、続いて赤松大臣、ため池の整備に一体幾らぐらい金が掛かるのか

ということです。これまでの暦年の経緯を見てみますと三百億から四百億円投

下されてきているわけですが、一体二十二年度、この予算では幾らぐらいを考

えておられるんですか。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 本来の、今御指摘のあった旧来でいう農業土木と言われる予算、これに加え

て今年の場合は地域活性化、きめ細かな云々という例の亓千億円の交付金もご

ざいます。これについては実は今ちょうどやっているところでございまして、
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こうしたため池やあるいはかんがい、集排水にもこれは使えるお金なものです

から、是非積極的に上げてほしいということで地域に今お願いをいたしており

ます。 

 これは、ただ残念なことに、実際に今それぞれの各県ごとにずっと上げさせ

ているんですが、意外に尐ないんですね。ですから、これは二分の一の地元負

担ということもあるのかもしれませんけれども、こういう経済事情の下で今百

亓十億ぐらいでしたかのあれしかないと、その亓千億の分についてはですね。 

 ですから、先ほど申し上げた元々の構造改善のための事業、農業農村整備事

業予算の減った分だけ本来はこういうところで補ってやっていきたいと思って

いまして、今それと両面併せて、ちょうどそれぞれの地域からの要望を取って

おるところでございます。まだ数は確定をいたしておりません。 

 

○山田俊男君 

 赤松大臣のおっしゃるのは、亓千億というのはこれは総務省が設定した地方

に対する交付金ですね。そうなりますと、地方財政も厳しいですから、それは

もっと使いたいという事項がいっぱいあるわけですから、そうしますと、どう

もため池の排水まで、修理まで到底追い付かないぞということになっているわ

けで、そこはしっかりと農業農村整備事業予算で準備するというのが筋なんだ

と思うんですよ。 

 ため池だけでなくて、農業水利施設全体のストック、これは二十亓兆円ほど

というふうに聞いているわけですが、これも先人が積み上げてきた大変大事な

財産であるというふうに思います。 

 一体、これは民主党の新成長戦略におきましても、耐用年数が四十年として、

もう四十年超えちゃうという施設の数が書いてあるんです。その対策が必要だ

と書いてあるんですが、幾つぐらいあるんですか。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 今までに二千二百七十二億円国費を投入をしてまいりまして、これは過去十

年間においてでございますけれども、三千六百三十四地区のため池等の改修を

行ってまいりました。 

 昨年度、二十一年度は百八十億円の予算によってため池等の改修を行ってき

たところでございます。平成二十二年度、今年度からは、ため池等の整備事業

は基本的に農山漁村地域整備交付金に移行することにしておりまして、同交付

金ではトータルでですけれども一千亓百億円新規に計上しておるところでござ

います。 

 この一千亓百億円につきましては、地方の裁量によって、地方がこれはもう
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緊急に是非やりたいと、これがとにかくまず最優先でやるんだというような使

い勝手のいい形でのそういうメニューにしてございますので、地方のこうした

具体的な、そして優先順位を決めたニーズに応じた整備が図られるものと考え

ております。 

 

○山田俊男君 

 大臣、二十亓兆円のストックがあるというふうに言われているんです。さら

に、耐用年数が四十年というふうに考えますと、割り算しますと、もうそれは

ちゃんとその耐用年数を超えないように、また超えたもので、老朽化したもの

をきちっと修繕していくということになりますと、二十亓兆円を四十年で割っ

て、すると年間六千億円の修繕対策費が必要になるんですよ。一体、この六千

億円準備できているんですか。 

 先ほど、大臣は千亓百億円のお話をされました。千亓百億円含めても一体幾

らになって、一体六千億円に達するんですか、達しないんですか。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 それはもう計算をしていただければ分かりますように、二千数百億円に千亓

百億円を足せば、それは約半分ぐらいにしか行かないということですから。た

だ、現実問題として予算がこれしかないわけですから、そういう意味で、その

使い方については農業の再生産のために必要な例えばそういう水利関係、ある

いは農地の排水、それからまたすぐ効果の出るもの、そういうところに重点化

をしていかざるを得ないというふうに思っております。 

 

○山田俊男君 

 大臣がおっしゃいましたように、今度準備された農業農村整備事業予算二千

百二十九億円ですよ。それに千亓百億円プラスしても三千六百億円。 

 だから、この水利施設の本当に耐用年数を超えたものに対する補修だけで必

要なのが年間六千億円、こんなふうに言われているのに、それの六〇％しか準

備できていないんです。これだとちゃんと役割を果たせるんですか。安全、安

心も含めて、農業生産も含めて可能なのかどうか、考えをお聞きします。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 ですから、今申し上げましたように、この与えられた予算の中でとにかく緊

急にやらなければならないこと、そして、特に農業の再生産に必要なそういう

事業を重点化して、優先化してやらざるを得ないと思いますし、次年度へ向け

て、またこれだけまだ地域ではやらなければいけない事業が多いんだというこ
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とで、また山田委員等々の御支援もいただきながら、是非より多くのまたこう

した地域の人たちが期待をする事業に取り組めるようにお力添えも賜りたいと、

このように思っております。 

   〔委員長退席、理事平野達男君着席〕 

 

○山田俊男君 

 どうもこういう結果になったから、もうこれしか方法はないんだというふう

におっしゃっていますが、もう一度ちゃんと聞きますが、元々概算要求、二十

二年度の予算の概算要求は大臣のところでお決めになりましたね、しっかり。

概算要求の段階では、それじゃこれら農業農村整備事業について、一体継続は

何か所で、それから新たな新規は何か所で、一体何か所で仕事をやろうとして

概算要求を要求されたんですか。概算要求全体でおよそ四千八百八十九億円あ

ったはずです。お聞きします。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 二十二年度の概算要求、十月にいたしましたけれども、この段階では、例え

ば国営土地改良事業の新規の地区数にいたしますと十三地区ということで要求

をいたしておりました。ただ、結果的には概算決定、十二月にいたしましたの

は新規では亓地区ということになります。また、額につきましては、先ほども

御指摘がございましたけれども、ほぼ私どもの十月段階での概算要求の額の半

額ということになりまして、前年度比からいえば三六・九％まで落ち込んだと

いうことでございます。 

 ただ、これは、これとは別個に一千亓百億ということでこれは別に積みまし

たけれども、そういう実態であります。 

 

○山田俊男君 

 差し上げております資料の六ページを御覧になっていただくとよく分かるん

ですけれど、これは消費者物価指数で若干修正はしてあります。現在価値に直

したものでありますけれど、しかしそれを見ましても、農業農村整備事業の費

用は、二十二年度は何と昭和三十三年、三十亓年の水準まで切り下がったもの

しか準備されていないわけです。これに大臣おっしゃいますように千亓百億円

の交付金を足し算しましても、その水準たるやたかが知れていることになりま

す。 

 どうも、こうなったことについて背景があるんじゃないんですか。これは大

臣、お聞きします。 

 

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya230
http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya231
http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya232


参議院予算委員会／2010 年 3 月 9 日 

 

- 8 - 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 山田委員がおっしゃりたいというようなことも何となく分かるような気がし

ますが、私どもはそういう意味ではなくて、例えば具体的に申し上げますと、

例えば農業用ダムについても全国的に、約百九十ありますけれども、ほぼ造ら

なければならないところについては既にでき上がってしまったと。ただ、水に

対する需要がないわけではありませんので、農業用ダムは今後新規には農水省

としては一切造りませんけれども、しかし、ため池等についてはこれはやっぱ

り必要だし、あるいは地域によって県の単独の判断で県営ダムを造るというこ

とについてはまたお手伝いをする、御支援をするということもあり得ると思い

ますけれども、かつてはどんどんと、もう次から次へとダムも造ってきたわけ

ですけれども、そういうものについてはもう造らないということにしたり、そ

れから、もちろん今、年間六千億円の、委員が御指摘をされるようなそういう

予算がきちっと構造改善事業として組み込めればいいんですけれども、現実の

問題として国の財政状況はそういうところにはないということであれば、お認

めをいただけた中でのお金をいかに有効に使ってやっていくかと。農業者が再

生産のために、あるいは農業により積極的に取り組んでいただくためのこうし

たかんがい、あるいは排水、集排水の問題についてしっかりとやっていくとい

うことしかないというふうに思っております。 

 なお、ついでながら、今そういう御質問ですので、今ちょうどやっておると

ころでございますけれども、でき得れば国の補助事業については、継続分につ

いてはできるだけ、額は低くなるかもしれないけれどもできるだけ、とにかく

財源がないからこれで今年は終わりというんじゃなくて、尐しずつでも次につ

なげていけるような、継続できるような形で今それぞれ一つ一つの事業につい

て検討させていただいているというところでございます。 

 新規については亓つしかやりません。 

 

○山田俊男君 

 どうも赤松大臣ははっきりおっしゃらないものですから、菅財務大臣にお聞

きしたいというふうに思います。もっとも、菅財務大臣は当時は財務大臣じゃ

なくて藤五大臣だったわけでありますけれど、しかし、副総理でおられたわけ

ですからお聞きしますが。 

 この農業農村整備事業予算案を決定するに当たってのいきさつは、民主党の

幹事長から政府への要求という形で、土地改良事業費は要求額、これは概算要

求額四千八百八十九億円を半減することとし、所得補償制度等の財源とする、

同時に農業予算の大転換を求めるという申入れでなされたと、こんなふうに聞

いていますが、そういうことでいいんですか。 

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya233
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○国務大臣（菅直人君） 

 今、山田議員からいただいた資料をいろいろ見ておりまして、かつては一兆

円を超える事業がずっと続いてきたわけで、私も全国回っておりまして、ある

村に行きましたら、自分のところで単独でやった方が費用が安く済むんだけれ

ども、農水省が何としても補助金を取れということを言って断ったんだという

ようなことを聞いた村長もありまして、そういう意味で、もちろん必要なとこ

ろもたくさんあったんでしょうけれども、言わば農林省における農業土木、か

つての土地改良事業として一つの、それが固定的な比率での事業が長く続いて

きたというところも、これは他の役所にもありますけれども、一つの背景にな

っていたと。私も何度も足を運んだ諫早干拓も農水省の最後の干拓事業であっ

たりして、そういうものに対するいろんな論点は出ていたと思います。 

 今御質問にあったことでいいますと、実はマニフェストにかかわる問題につ

いては、私は閣内で当時いわゆる戦略担当として取りまとめの責任に当たって

おりました。そういう中で、御存じのように農業における戸別的所得補償とい

う大きなマニフェストの実行のために、その財源を含めて、大きく言えば農林

省のそういうやや公共事業に偏ったという言葉を使っていいかどうか分かりま

せんが、ウエートの高かったものについては根本的な見直しが必要ではないだ

ろうかと、そういう議論を関係閣僚も含めて相当いたしていたところでありま

す。 

 そういう、ほかの問題もそうなんですが、そういう中で党からの意見が出て

きたことも事実でありますけれども、必ずしも、よく言われるように何でもか

んでも小沢幹事長がこうしろと言ったからそうなったということではなくて、

閣僚間においても、どうやって、この戸別的所得補償をやる上ではどのような

形でその財源を生み出していくかということで、他の分野からもかなりいろい

ろありましたけれども、そういう中での見直し議論も含めてこういう結果にな

ったということは申し上げられるかと思っています。 

 

○山田俊男君 

 私は注意深く小沢幹事長という言葉は使わなかったわけでありますけれど、

菅財務大臣の方から、小沢幹事長から申入れがあった、しかし関係閣僚でよく

相談したということでこうしたというふうにおっしゃっているんですが、赤松

大臣、先ほど言っている事業の継続や新規の事業の実施、さらには先ほど言い

ましたように、だって水利施設の耐用年数超えたものに対する補修の対策だけ

で六千億掛かるんですよ。それなのに、その千亓百億円プラスしたって六〇％

しか実現できていないということについて、一体その際どういう判断されたん

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya235
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ですか。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 一つは、先ほども申し上げましたけれども、事業の仕組み、中身を変えてい

くと、大きく言えばコンクリートから人へという大きな流れもあります。ダム

のようにもう農水省としては自らの事業としては新たにやらないというところ

も出てきたわけで、そういう意味で、今、菅副総理も言いましたけれども、で

きるだけ農業者なら農業者個人の、個別の応援に切り替えていこうという中で、

公共から非公共へという大きな流れの中で予算編成をさせていただいたわけで

ございます。 

 そうはいっても、先ほど来何度も言っていますが、農業を行っていく水、土

地、農地ということを考えたときに、こうした事業がもう必要でなくなったわ

けではありません。そういう意味で、限られた財源の中で、先ほども申し上げ

ましたけれども、農業水利施設の更新だとか、あるいは農地の排水対策だとか、

そういうところに重点化をしながら、もう一つは、耐久年数が来たんだ来たん

だとおっしゃいますけれども、こういう中で施設の長寿命化についても併せて

今年からより取組を強めてまいりたい、できるだけ長くもつようにと。 

 自動車でも、今までは七年、八年乗ったら、十年乗ったらもう廃車当たり前

だぞと言ったのが、もう十三年、十亓年乗っている車なんかいっぱいあるわけ

ですから、使いようによっては、やりようによってはそういうことも可能だと

いうことで、まあやり方も工夫しながら、国民の皆さん方からいただいておる

貴重な財源、税金でありますから、それを有効に使っていけるように頑張って

やっていきたいと、このように思っております。 

 

○山田俊男君 

 どこか後ろの方からナイス答弁という声が掛かりましたけど、まさにそうい

う面ではナイスですね。 

 私は、かなり率直で正直な菅さんにお聞きしたいというふうに思いますが、

選挙で言うことを聞かないからここで懲らしめてやろうということじゃなかっ

たんですか。お聞きします。 

 

○国務大臣（菅直人君） 

 先ほど申し上げたように、今回の予算編成においていろんな段階がありまし

たけれども、この農業の先ほど申し上げた戸別的所得補償はマニフェストの大

きなテーマでもありました。それ以外にも幾つかの、まあこれは実行できませ

んでしたが、いわゆる暫定税率の問題、さらには子ども手当の問題、高校の無

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya237
http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya238
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償化の問題、高速道路の問題等々について、特に私、戦略担当大臣に総理の方

からその取りまとめの間を執れということで、それぞれのテーマでいろいろ閣

内でも議論があった中で、この問題も取りまとめのある役割を果たさせていた

だきました。その中の議論で、今何か議員が言われたような選挙において云々

というような議論は、尐なくとも私の知る限り全くありません。 

 

○山田俊男君 

 地方からは、こうした予算の大幅削減の中で一体事業をちゃんとやれるのか

どうかという悲痛な声が上がってきております。それはそうです。だって、農

業農村整備事業をやるかどうか、水利施設を見直すかどうか、圃場整備をやる

かどうか、だってそれはこの春耕作するところから出てきているんです。種も

みをどうする、苗をどうする、それからもう今年は植え付けないのか、休耕に

するのかということが悩みとしてどんどん出てきているわけであります。 

 前原大臣のところは、箇所数を先に示されて、そして処分されたということ

だったようでありますけれど、しかし今必要なのは、箇所数、本当に困ってい

る、さあどうする、この春からと言っているところへちゃんと示してやらなき

ゃ大変困るんじゃないですか、赤松大臣。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 これはいろいろ考え方がありますけれども、私ども農水省では予算が通って

からどこの箇所に幾らお金が行くかというのをお示しするのが大原則というこ

とで、自民党時代はどうされていたか分かりませんが、尐なくとも私どもの時

代になってからは、そういうことで農水省は割り切っていきましょうというこ

とで、国営事業についても補助事業についても、与党であれ野党であれ地方で

あれ、どこにも知らせないと。 

 ただし、私が今考えていますのは、予算が成立をいたしましたら、参議院通

ったら、その日の夜ぐらいにホームページで一斉にばあっと知らせると。だれ

もがすぐ見れると。公平に、だれが早いとか遅いとか、内緒に見せたとか見せ

ないとか、そういう問題はありませんので、それはもう割り切ってそのときま

で待っていただくということにさせていただこうというふうに思っております。 

 

○山田俊男君 

 予算が小さ過ぎて、それで箇所数も尐な過ぎて、元々この事業をやるときは、

先ほど言ったように、事前に計画して準備をして、地方の合意を得ながら準備

してきているんですよ。そこへ、いやいや事業できませんと、規模を縮小しま

す、ないしは亓年でやる事業を十年にします、十年でやる事業を十亓年にしま

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya240
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すということを言わざるを得ないじゃないですか。そのことが怖くて出せない

んじゃないですか。 

 

○国務大臣（赤松広隆君） 

 全くそういうことはありません。私どもは、与野党で合意をしていただいて、

まだ予算案審議している最中だけれども構わぬからどうぞ出してくれというん

だったらお出しさせていただいても結構ですし。ただ、出たらけしからぬとか

なんとかという議論がこの間ありましたので、そういう妙な誤解を生んじゃい

けないということで出さないだけでございまして。 

 ただ、委員がそこまでおっしゃるので私もあえて申し上げますけれども、土

地改良事業についても、やはり毎年六千億円という話もありましたけれども、

じゃ、もう尐し原点に戻って考えたときに、本当にそれだけのお金、今までに

はもう大変なお金がそこに投入されていたわけですけれども、本当に無駄に使

われていなかっただろうかと。 

 この間も、栃木県でこういう話があるんですけれども、ある神社へ行ってお

手洗いに行こうと思ったら、お手洗いのところに、この手洗いは構造改善事業

によって造ったと。お宮さんの中にある便所がですよ。そういうところにまで

お金が行っていたわけですから。だから、やはり、別に僕はお宮さんが悪いと

か便所が悪いという意味じゃなくて、それは本来そういうお金で造るものじゃ

ないでしょうということを申し上げているわけで。 

 どちらにしても、しかし、国民の皆さん方からお預かりした本当に貴重な税

金でございますから、できるだけ一円でも無駄がないように、有効に使えるよ

うに、限られたものであるからこそ本当に必要なところに重点的に配分をして

いくと、そのことしか今は言いようがないということでございます。 

 

○山田俊男君 

 神社を建てた生産者の名誉のために言っておきますけれども、多分それは、

生産者自身の負担があるんです、構造改善事業やるにしても何するにしても、

そういう中での取組だと私は思います。今おっしゃったように、国民の財産を

全部使ってそれで建てたと、どうか、それはきっちり調べてみる必要があると

いうふうに思いますから、簡単にそれは言えないということだけ申し上げてお

きます。 

 さて、七ページの資料ちょっと御覧になっていただきますと、今、戸別所得

補償の予算措置をとったから、だから何か農林水産予算は大きく増額している

んじゃないかというふうに本当に皆さん勘違いされているんじゃないかと思う

んです。 

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya243
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 ところが、これ見てもらっても分かりますように、実は前年度の当初予算に

比べて一千億円ですね、これ減額しているわけでありますから、このことを本

当によくよく考えてもらわなければならないと、こんなふうに思います。 

 さて、八ページの表を御覧になっていただきたいと思います。八ページの表

に書いてありますのは、これは医療費と、それととりわけ高齢者の老人医療費

と、それと高齢者の就業率の比較をしてみたものであります。大変興味深い数

字が出ております。 

 高齢化率の高い県ほど医療費が高い傾向にあるわけですが、一般的には。と

ころが、高齢者の就業率が高い県ほど一人当たり老人医療費が尐なくなってい

るということであります。これを見てもらっても、長野県が一番その典型であ

ろうかというふうに思います。 

 ところで、次めくっていただきまして、これは徳島県の上勝町と宮崎県国富

町を比較してみたものでありますが、上勝町は高齢者比率が四九・亓％に上っ

ておりますが、全国、徳島県の平均に比べまして一人当たり十亓万円も医療費

が尐ないわけであります。計算してもらうと分かります。これは、上勝町が葉

っぱビジネスということで、高齢者も含めまして百九十名の、この場合は高齢

者がこの取組に加わっております。まさに、高齢者がちゃんと仕事を持ってい

るということが医療費を尐なくしていることになります。 

 全国、徳島と上勝町の差額、十亓万円ですね。これを、全国で、単純にです

が掛け算してみたって、医療費全体で二兆円削減できるわけです。 

 要は、国の予算全体としては医療費が増嵩しております。いろいろ理由があ

るというふうに思います。社会保障関係費が増嵩しております。そして一方、

その中で農林水産予算は何と今減額しているんですよ。大臣があの事業をやる、

この事業をやるとおっしゃっていますが、まさに減額している。 

 同時に、宮崎県の国富町。国富町も宮崎県の平均に比べて八万円低いんです。

全国に比べても九万円低いわけです。国富町は国富台地というのがありまして、

そこで野菜や葉たばこや、それこそ見事な農業経営がなされているんです。そ

こで葉たばこの農家が夫婦二人で、ＡＰ１という機械があるんですよ、芽を摘

んだり葉っぱを収穫するときに夫婦二人で乗る車、夫婦でなくてもいいんです

よ、二人で乗る車です。ところで、同乗されて作業されていましたから、私は

夫婦仲を良くする機械ですねというふうに申し上げたら、そうしたら、仲良く

しないとスピードのバランスが取れず仕事にならないなんて言って笑って答え

られておりましたけれども。まさにそういう取組があってこそ医療費が下がっ

ているんですよ。 

 このことについて、長妻厚生労働大臣──ああ、そうですか。それじゃ仙谷

大臣にお願いします。 
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○国務大臣（仙谷由人君） 

 いろどりのことを宣伝していただいたんで、先生の方に申し上げます。 

 実はさっきも、このいろどりを経営している経営者の横石さんと電話で話し

たばかりでございます。いろどりの高齢者の医療費が安いのはもうこのとおり

です。ただ、先生のさっきからの御議論との関係でいいますと、上勝町は多分、

いわゆるコンクリートの公共事業と農業土木も含めた、これに頼らない生活、

生産構造をつくろうということで、二十年にわたってこのいろどりという第三

セクターを中心としたこの事業をつくってきた、血のにじむような努力をしな

がらつくってきたというのが実態です。 

 私は、先ほどからの議論を聞いておりまして、上勝町のいろどりをなさって

いる皆さん方や出荷を受けている農協の方々ともよく話しますが、仙谷さん、

徳島にも中山間地が相当数あって、限界集落みたいになっているところありま

すけれども、多分、上勝町以外はあと亓年たったら大変危ない、つまり破綻す

る、あるいは人がいなくなる、そういう環境だと。つまり、公共事業で今まで

飯を食ってきたところは大変、亓年たったら危ないことになると。 

   〔理事平野達男君退席、委員長着席〕 

 しかし、辛うじて、先生おっしゃったように、亓〇％に近い高高齢化率を示

している上勝町は、このいろどりを中心にしていろんな事業が展開されて、更

に外から人が入ってくる。ここは今は、今年からは人材養成事業をこの上勝町

でもやります。亓十人の定員で募集を掛けたら千亓百人が応募してきた。外の

いわゆる若い人も、老いも若きもでありますが、外の人が上勝町へ入ってきて

初めて上勝が元気になって、要するに渦ができているという状況のようであり

まして、私は、ここはやはり、徳島でも言うんでありますが、いろどりのよう

に、つまり何かを、シーズは何でもいいんだと思うんですが、これをマーケッ

トとつなげて居場所と出番をつくる、お年寄りであれ若い人であれですね。そ

れを、ＮＰＯがやってもいいし、農協がやってもいいし、農事生産法人がやっ

てもいいし、第三セクターでももう何でもいいんだと思うんですよ。事業経営

として展開するということがない限り、こういう好循環の展開にならない。 

 つまり、先生おっしゃるように、この老人医療費、高齢者医療費の問題はま

さに結果として、病院へ行くよりも葉っぱを取ってきてそろえて出荷する方が

楽しいし面白いし、それの方が忙しいという結果として、医者へ行く暇がない

ということでこうなっているんですよね。ここは寝たきり老人は一人もおりま

せんし、老人介護施設もありません。そういう状況ですから、私は一つのモデ

ルにして、よその県や限界集落や中山間地でも、あるいはそうじゃない平野部

のところでも、何か核があってそういう展開になっているところは全国で、別

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya245
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にいろどりだけじゃなくて相当数、農村とか農業を核にしながら立ち上がりつ

つあったり、もう二十年も三十年も伝統を持ってやっているところもあるよう

ですから、それは私は、何というんですかね、農業土木中心にやってきたこの

農政というのはやっぱりちょっといかがなものだったのかなという気はします。 

 

○山田俊男君 

 今の件について、長妻厚生労働大臣にも見解をお聞きしたいと思います。 

 

○国務大臣（長妻昭君） 

 今八ページの表を見せていただきましたけれども、私どももこれも事前に見

させていただいて分析をさせていただくと、やはり高齢者の就業率と医療費に

ついてはある程度の相関関係があるというふうに考えておりまして、これ一人

当たりの、これ平成十九年度でございますが、一人当たりの老人医療費が八十

七万円、今御紹介いただいた国富町が七十八万亓千円、上勝町が七十三万三千

円ということで、低いということでございます。 

 これについては、就業やあるいはいろいろな独自の運動というか、いろいろ

な健康法を取り入れている町、村もございまして、そういうところでも低く抑

えられて健康の方が多いということでございまして、仕事のみならず、やはり

体を動かして健康づくりに励んでいただくということが何よりも重要だと考え

ております。 

 と同時に、やはり働きたい高齢者が働いていただく環境をつくるというのも、

これから尐子高齢社会で働き手がいなくなる時代には非常に重要なことだと思

っておりますので、我々は、農業のみならず、高齢者の雇用創出事業というの

も今取り組んでいるところであります。 

 

○山田俊男君 

 その雇用創出事業と関連しまして何点かまた質疑したいというふうに思いま

すけれども、実は、農村に行きますと、これもこの次のページの次のページに

ありますけれども、ともかく中国人の研修生が大変多くなっております。中国

人というふうにわざわざ言わなくてもいいわけでありますけれども、外国人の

研修生が大変多くなっております。そして、施設園芸や酪農等で最近大変多い

んです。そして、そうしたことが背に腹は代えられない、どうしても規模拡大

してやらざるを得ないとなると、そういうことです。 

 労働も外国人に任せて、さらには農産物も海外から入れます、企業は海外に

出ていきます、果たしてこういう形でこの国はどんな形になるのか、仙谷大臣、

戦略を聞かせてください。 

http://miteiko.sangiin.go.jp/KJSS/UIClass/KAS_0023_Detail.aspx?kaigiID=17403090014008&flg=2#NextHatsugenSya246
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○国務大臣（仙谷由人君） 

 実は、二月のあの連休のときに妙高と、これも妙高ですかね、上越ですか、

行ってまいりました。一つは妙高ガーデンという会社です。オオバ、ハーブの

栽培を会社組織でなさっています。ここは従業員、正社員十六名のほか九十名

でこの仕事をして、年商二億七千万円、亓億円を目標にしているというふうに

言っておりました。それからもう一つは、これ三十年の歴史があるようですが、

大潟ナショナルカントリー、ここは百二十町歩の米の作物といいましょうか、

米作を中心にして百二十町歩の水田を耕作し、あとは大豆、園芸等々でありま

す。百二十町歩のうち借地が大体百十町歩ぐらいですね。収入は、農協の職員

ぐらいは一人一人正社員は収入があるんだという、ということは多分三百万か

ら亓百万の間ではないかと思いますが、家族全部参加すれば、四人であれば世

帯収入は二千万、あるいは二人ずつに分けても一千万ずつと、こんなことにな

るんではないかと思いますが。私は、先ほどもいろどりの話でもしましたけれ

ども、日本の農業も見捨てたものじゃないと思うんですね。 

 ただし、これはもう私の見方ですけれども、経営学があるところが、あるい

は経営術を持って事業展開をしているところがやっぱり今までは尐なかったん

じゃないか。実は農協さんがその指導というか、ことをやらなければいけなか

ったのではないか。あるいは農業大学校というのが各県に一つずつあります。

ここで、農業経営というのはこういうふうにやらなければ、農業をなさってい

る農家あるいはその周辺も含めて、これは多分、永続性というか継続性がない

んだということを、やっぱりちゃんとその農業経営を教えるカリキュラムとい

うか、何かそれがなかったことが致命傷じゃないかという気がします。 

 つまり、マーケットと結び付かないですべてそこをどこかにお任せして、そ

の計算も組勘とかなんとかというので全部お任せという、それで、あとは政府

からの補助金か買上げ金か何か知りませんけれども、それでやるという話が主

体になった瞬間に、これはやっぱりもたないと。だから、その中で出荷組合を

つくり、農事生産法人をつくり、元気に立ち上がってきているところがあると

いうところを見れば、そういうところを支援していくということがやっぱり一

番大事なんだろうと、今から特にそういうことで。 

 それで、それは、今中国人労働者の問題をおっしゃいましたけれども、じゃ

その法人化された、そして借地を借り入れた農業経営をする人が日本人の若い

人とかなんとかが働きに来てくれないときに、もう仕方がないということで、

中国人であれ何人であれ、来てくれる人を研修生や技能実習生で雇い込んでい

く。これはこれで一つの必然かも分からないなと僕は見ていますけれども、本

当はそこでお互いがお互いの、何というんですか、関係を尊重しながら、若い
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人やあるいは御家族の方も含めて働いてくれるような、そのことを維持できる

ような生産性のある農業を展開していただければと、こういうふうに思います

が、そういうところを、何というんですか、例えばＩＴ化するとか、つまり六

次産業化するとか、そういうことでお手伝いすることはやぶさかじゃないけれ

ども、じかに買い取ったりなんかするという格好でやるというのはいかがなも

のかなと私は思います。 

 そういう意味では、戸別所得補償というのは、最低限のところは補償する、

あとは元気で頑張ってくれということで、私はいい政策だと思っています。 

 

○山田俊男君 

 もちろん、経営指導対策も含めて取り組まなければいけない課題はいっぱい

あるというふうに思います。 

 ところで、外国人研修生の給与が年間百亓十万円。さらに、国内で日本の若

者が農業に就業した場合の最近の事例では年額百七十万から二百万円。そして

一方、長妻厚生労働大臣、生活保護者の支給金が百六十亓万円。言うなれば、

これは必ずしも単純に比較するつもりはありませんが、本当に一体この国をど

うしていくかということを考えたときに、その後の対策が必要だというふうに

考えますが、長妻大臣、いかがですか。 

 

○国務大臣（長妻昭君） 

 今、農業の事例を挙げていただきましたけれども、一般的にやはり収入の対

策というのは重要でございまして、介護事業についても二十代で年収二百万を

下回る方もいらっしゃるということで、これは農業とは直接は関係ありません

けれども、今私どもとしては最低賃金というのを引き上げていこうというよう

な取組もしておりまして、そういう意味では労働に見合う対価ということが実

現するようなそういう体制をつくるということが重要でありますが、ただ、こ

れはすべての分野に言えることでありますけれども、何しろ付加価値を高める

努力をいろいろな場面場面でしていただくということが非常に重要になってく

るというのは当然でございますけれども、先ほども質問も出ましたけれども、

自助、共助、公助の枠組みの中でしっかりと支えるということをする必要があ

ると思っております。 

 

○山田俊男君 

 前原大臣にお聞きしたいんですが、まちづくりと農業の関係について、国土

形成計画は大変すばらしい報告書を実は出しております。さらに、社会資本整

備審議会の都市計画部会も報告書を出しているんです。コンパクトなまちづく
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りをどうする、住みよいまちづくりをどうする、高齢者に優しいまちづくりを

どうするということは、町の外延的拡大と、一方での農業としての農業地帯の

景観も維持した農業生産の維持という観点からしても非常に大事なんです。前

原大臣の見解を聞きます。私の時間は尐ないんですが、大臣の時間はたくさん

ありますから、どうぞ。 

 

○国務大臣（前原誠司君） 

 今委員が御指摘をされた都市内の農地というのは、食料生産だけではなくて、

緑地やあるいは避難地、又は子供の農業体験やレクリエーションという場とし

て多様な役割を果たしていると思っております。こうした観点から、従来より

都市計画制度においては、市街化区域内の保全すべき農地について市町村が生

産緑地地区を指定してその保全に努めてきたところは、委員も御承知のとおり

でございます。 

 今後、人口減尐や高齢化が進んで、また地球環境問題への対応が求められて

いることを踏まえて、効率的でコンパクトなまちづくりを進めていくことが肝

要であり、その実現を目指す観点からも、都市内の農地の在り方について引き

続き重要な課題として考えていかなくてはいけないと思っております。 

 ただ、こうした都市内の農地の在り方については、都市行政のみならず、農

業政策や税制など、各省、省庁との連携が不可欠でございますので、今後とも

関係省庁と協力して総合的観点から検討していきたいと、このように考えてお

ります。 

 

○山田俊男君 

 ありがとうございました。 

 最後に亀五大臣、お待たせしまして大変恐縮でありました。亀五大臣には、

私も若いころから亀五大臣のけいがいに接してきておりまして、市場原理主義

は絶対に認めないと、それからさらには、新自由主義はこの国をつぶすという

ふうにおっしゃった意見につきましても私は大賛成で、政治的行動についても

感銘しております。 

 ところで、今度おやりになる郵政改革は、国がきちっと過疎地も含めてサー

ビスを提供しなきゃいかぬという、それを保障しなきゃいかぬということにつ

いては私も賛成です。ところが、その一方で、いろんな諸事業について、民間

の事業を圧迫するような形での競争条件を入れていきますよというのはどうも

納得いかない。二つの原理が矛盾した形で混ぜ合わせになって出てきているの

が今回の考えではないかという心配を持つんですが、大臣の見解をお聞きした

いというふうに思います。 
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○国務大臣（亀五静香君） 

 私の考え方に共鳴をいただいておりまして、感謝を申し上げます。 

 私は、残念ながら、私が前におりました自由民主党が、本当に北海道から沖

縄まで、山の中から島まで張り巡らされた人間の生活のきずなをずたずたにし

てしまっている、本当大変な状況になっているんですよ、今、現実は。これを

やはりきっちりとしていくことが、地域社会にとっても人間にとっても私は極

めて大事なことだと思っております。 

 ただ、委員御指摘のように、その地域では、ちっちゃな信用金庫、信用組合、

あるいは保険のおばさん、いろんな方々がやはり地域社会を守っておられるわ

けです。今度の改革で、小泉総理がおやりになられたあのむちゃくちゃなあれ

の裏返しで、逆に郵便局が高笑いをして、そうした信用金庫、信用組合、農協

もあるでしょうけれども、農協は相当頑張っておりますけれども、これも打撃

を受ける危険性がないわけではございません。そういうところが悲鳴を上げる

ような、それは私は改革ではないと思っておりますので、その辺りをどうする

か。今、私ごときの能力で本当に毎日毎日どうしたらいいかというので、委員

からも是非ひとついいお知恵があったらお聞かせをいただきたいと思っており

ます。 

 

○山田俊男君 

 農協は現在も簡易郵便局の最大の受託者なんですね、大臣御存じのとおりだ

というふうに思います。どうぞ、郵便局とも一緒になって、その過疎化してい

る地域の役割を果たせるようにお互いに努力していくという観点で進めてもら

いたい、こんなふうにお願いします。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

 

 

 

以 上 
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